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令和７年１０月定例教育委員会　議事録

 
日　　時 令和７年１０月２２日（水）　午後３時００分　～　３時２２分まで

 
開催場所 文化センター　２階　研修室

 

出 席 者

（教育委員） 

教　育　長　山口　和良　　　教育長職務代理者　萩原　奈津季 

委　　  員　石田　利久　　　委　　  　    員　八髙　泉 

委　　  員　河合　乘信 

（事務局） 

事務局長　　　米沢　弘幸　　教育総務室長　田子　彰吾 

学校教育室長　井堀　尊義　　生涯学習室長　廣橋　美和 

教育総務室　　岸　　美和子（書記）

 
傍 聴 人 　無し

 議　題 無し

  

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１．開会】 

これより令和７年１０月定例教育委員会を開会する。 

○９月定例会及び第１回臨時会の議事録について 

　　　→　異議なく、原案のとおり承認 

 

【２．議事録署名委員指名】 

河合委員と萩原職務代理を指名。 

 

【３．教育長報告】 

　Ⅰ　Google for Educatin「Leader Series JAPAN 2025」に参加して 

○日時　１０月１６日（木）12:40～17:00 

○内容　パネルディスカッション「教育現場での AI活用の今とこれから」 

　　　　Google の生成 AI（Gemini/NotebookLM）体験セッション 

　　　　パネルディスカッション「AI活用先進事例に学ぶ」 

○感想 

　　これまでは端末の利活用に関わる事例発表や基本的な考え方が、このリーダ

ーシリーズの中心だったが、それは前提事項として生成 AI を教員が校務や授

業等で活用して、また子供自身も学習で活用していく視点で、このプログラム

が編成されてた。それを踏まえた有識者や先進自治体の発表であった。 

　　知識や映像も手に入り実体験できないけど、少なくとも疑似体験はできるよ

うな時代となった。AIは問いかければ何かしらの考えや知識を与えてくれる存
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教育総務室長 

 

 

 

 

 

 

教育総務室長 

 

 

 

 

 

 

 

在であり、先生に聞かなくてもアドバイスはもらえる時代が早くも到来した。

生涯にわたって学び続けていくために、今の小中学生に身につける必要がある

力をどういうふうに身につけていくのがいいのか。教師でしかできないもの、

教師の専門性を生かした役割というのは何なのかを考え自覚していく必要性

を改めて痛感した。 

 

Ⅱ　経過報告 

　各種式典、会議に参加。 

 

　Ⅲ　今後の予定（主なもの） 

　　　　10/30　明小学校公開 

　　　　11/2　 町文化祭開催式・伝統芸能発表会 

　　　　11/5　 駒小学校公開 

　　　　11/6　 渋川北群馬合唱発表会 

 

（質疑なし） 

 

【４．議事】 

（なし） 

 

【５．事務局報告】 

（１）クラウドファンディングについて 

＜大要＞ 

　　・10/12 に開催された「ふるさと祭り」にて宣伝活動を行った。 

　　・『さとふる』では目標金額を達成、『ふるさとチョイス』は 77,000 円。 

 

（質疑なし） 

 

（２）児童生徒用情報端末の更新（配付）について 

＜大要＞ 

　　・10/14 駒小、10/16 吉中、10/20 明小と新端末の学校への搬入が完了。 

　　・駒小、吉中については既に児童生徒へ配付され、明小は昨日２学年配付済み、

残りが本日、明後日で全学年に渡る予定。 

 

　（質疑なし） 

 

（３）通学路合同点検について 

＜大要＞ 
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 教育総務室長 

 

 

 

 

 

八髙委員 

 

 

 

 

 

 

教育総務室長 

 

八髙委員 

 

 

 

 

 

 

教育総務室長 
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学校教育室長 

 

 

 

 

 

生涯学習室長 

　　・10/15 に明小区域、10/21 に駒小区域の通学路安全点検を実施。 

　　・教委、町道路部局、警察、学校、PTA が参加し、要望が上がった場所の中からい

くつか現場を実際に確認し、対策を検討した。 

　　・対応可能なものは順次進め、年度末頃に対策状況を町 HPで公表予定。 

 

〈質疑〉 

　　明小から東門を出て、忠霊塔に向かう細い道路のところで、何か要望等があがっ

ていたか。学校から忠霊塔駐車場に渡るのがすごく危ない。 

　　基本、親が車から降りて校門まで迎えに行くというスタンスであると認識してい

るが、今児童だけが道路を走って渡っている状況で、いつか事故が起きるのではと

心配である。吉中のように一方通行にしたり、道路に青いゾーンが塗られたりと何

か検討した方が良いのではないか。 

 

　　その時、具体的にそこまであがらなかったが、教頭先生が少し話されていた。 

 

　　そのまま走って行って親を探す児童が結構いる。忠霊塔の駐車場が広がってすご

くありがたいが、何とかしないと。 

　　吉中のところに青いラインができただけでもドライバーの徐行が増えたなと私

は思っている。吉中ルールがあるが、赤いポールや道路が青く塗られただけでも全

然違う。あとは、すぐに思い浮かばないが、学校から保護者あてにこういうような

ルートでとかあった方が良いかと思う。 

 

　　忠霊塔の駐車場内は公道ではないので、関係者内で合意ができれば、ルール運用

ができるかもしれない。ただ、道路上となると、道路部局や警察等にも相談する必

要がある。この後、うちの担当者と道路部局の担当者とで今回見回った所について

内部の打合せをするので、その際にそちらも検討するよう伝えておく。 

 

　　お願いする。 

 

（４）令和７年度要保護・準要保護児童生徒の追加認定件数について 

＜大要＞ 

　　・９月の追加認定…なし 

 

（質疑なし） 

 

（５）文化協会による小中学生の表彰について 

＜大要＞ 

文化芸術活動において優秀な成績をおさめ、またはその成果が顕著と見られる
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教育長 

小中学生または小中学生で構成された団体に対し、町文化協会による表彰（11/2

文化祭開催式にて）を行うことで、吉岡町における文化芸術の振興及び小中学生

の文化芸術活動を奨励することを目的に行う。 

　　・中学生個人１名（第４２回 NHK 杯全国中学校放送コンテスト群馬県大会の朗読

部門で優秀賞を受賞） 

　　・吉岡中学校吹奏楽部（第６７回群馬県吹奏コンクール中学生Ａの部金賞、第３

１回西関東吹奏楽コンクール中学生部門Ａの部銀賞を受賞） 

 

（質疑なし） 

 

【６．閉会】 

　　以上もって、令和７年１０月定例教育委員会を閉会する。 

 

（閉会　午後３時２２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


